特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年7月18 日469号

里山農園　トマト祭り　11日　作業日に集まった方々でおいしく熟れたトマトをいただきながら、農園の運営について語り合いました。「どうして今日集まった者だけなのでしょうか」　、「農園の仕事は楽しいのだけれど来てくれないのでしょうか」、「退職された人々は毎日どのように暮らしておられるのでしょうか」、「きっと暇を持て余しておられるのだろうと思いますよ」、などといろいろおしゃべりをしました。大勢の皆さんのお越しをお待ちしています。定例作業は木曜日の午前中ですが、作業内容は随時指示文書を張り出していますので、それに従っていただいても、あるいはお気づきになられた作業を行っていただいても結構です。足を運んでいただくだけでもいいですよ。鶯がこの頃上手にさえずってきました。里山の風に触れてみてください。元気百倍明日への元気がわいてきます。草刈りをするところは6号地7号地12号地13号地です。15号地と丸山周辺は笹竹の伐採となります。12号地の山際の裏面の笹刈り等をお手伝いください。8月末にはイノシシ防御柵の設置(500ｍ)を予定しています。
山城大水害60周年　水害から学ぶ連続講演会　第2回目　14日　久御山町東一口　国交省久御山排水機場　35人の参加
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前日の激しい夕立があって難しい天候でした。又久御山町の北の端宇治川堤防の真下なので、地図ではなかなか見つけにくいところでしたが多くの方々が御参集いただきました。体験報告の内田公昭さんは白い波が押し寄せてきたのを今も思い出す、海辺での波の音からもその時が思い出されると生々しく語られました。又記憶をしっかり次代に伝えること、そして巨椋池の干拓によって漁業で豊かな生活を送っていた人々が農業に転換していった村の歴史をしっかり伝承することの大切さも強調されました。京都府山城北土木事務所の山本克さんは宇治川と木津川を中心に地域特性をわかりやすく解説いただきました。参加者のうちお二人から体験話がありました。白い波が押し寄せてきたこと、米蔵の米を高台に運んだこと、壊滅した田んぼで、収入が無く復旧工事に出て暮らしを維持したこと、当時は川船がまだまだ残っていたので船での物流交流を行っていたことなど、約1カ月に及ぶ水没からの脱却、宇治川堤のわざと切れ実施に伴う破堤水抜きによる利害が交錯した例などが語れました。質疑応答の後、国交省の排水機の説明、続いて農水省の巨椋池排水機場の見学などを行って、農業用地の冠水対策としてのポンプ、都市下水の排水と役割がわかれていること、毎秒60トン80トンの排水能力等について説明がありました。特に印象に残ったのは排水機場の建物が完全に防音装置されていることでした。この日の参加者は、それぞれ非常に熱心な方々が多数おいででした。
8月の里山農園の収穫手伝いの募集　月水金の午前7時ごろに収穫して、8時ごろに店頭に並べていただくお手伝いを求めています。もうすぐナスビもキュウリも終わりが予想されますが、それまでの収穫のお手伝いを求めています。
久しぶりにカワセミの小川さんに　里山農園のオオムラサキの写真撮影をお願いしました。これまでは樹液に止まるオオムラサキの写真は撮影できていますが、飛翔中の写真は撮影できていませんので、ぜひともにと強くお願いしました。普賢寺の谷にはオオタカが飛翔し、オオムラサキがおり、蛍が飛び交い、絶滅危惧植物が数多く生育する自然豊かな地域です。ここの自然の豊かさを全面的に記録する写真で残す作業に取り組んでみたいといったお話も交わしました。
参加費無料　　御来場大歓迎　　駐車場無料
最終回　南山城大水害60周年　水害から学ぶ連続講演会
7月21日(日)　午後1時より
会場：天ケ瀬ダム
体験報告　宇治市志津川区長　梅原孝氏　　報告　国交省木津川所長　合田雅英氏








新聞報道された　第２回講演会のようす　









